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各校事務職員様　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
連携会議事務局
教育用コンピューターの更新について
　２月２４日付の市教委学校教育課事務連絡で「教育用コンピューターの更新について」というのがあります。内容は、「あなたの学校の教育用コンピューターはH２３年３月にリース期間が終了する（した）のでH２４年５月に機器の更新を予定しております。ついては、現在の機器に使う消耗品の購入については慎重にお願いします。」という感じです。
　このことに関して、過去の連携会議でもお話ししたかも知れませんが、T 中の場合、H２４年度に機器更新の予定で、ノートPCが導入される予定です。何故ノートなのかと言うと、PC教室から持ち出して教室で使えるようにするためなのだそうです。

　さて、これまでの連携会議でも度々話題になっていますが、こんな時一言学校に「『～こうする予定なのですがどうですか？』と相談があればもっと工夫が出来るのに・・・」とか、そもそも学校に一言の相談もないのはいかがなものか、という厳しい意見も多々見受けられます。そういうことからすると、今回対象校に対し、消耗品の無駄遣いを防ぐ意味とは言え連絡をしたことは大変いいことだと思いますが、そもそも全ての学校の更新スケジュールを示しておけば、消耗品のやりとりも含めもっと工夫できると思うわけです。

　ということで、今回はPC教室のパソコン更新状況について調査します。連携会議として市教委にきけば簡単なのですが、みなさんが事務局の立場ならあまり市教委には聞きたくはないでしょう？理由はおわかりですよね。
１．市教委に訊いてもらいたいこと。

　（１）今あるPC教室のPCのリース期間はいつまで？

	


　（２）プリンタやその他の機器のリース期間は？

	


　（３）リース期間終了後はどうなる？リース延長（何年）？更新？

	


　（４）プリンタやその他の機器のリース期間終了後は？どうなる？
	


※ノートPCになるかどうかも訊いてみたらどうでしょう。
報告の方法は何でもいいので、出来るだけ早く調べて事務局まで連絡ください。




























